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読書バリアフリー研究会 アンケート回答（2018/6/3 福井会場）  
～みんなに読む喜びと楽しさを伝えよう～ 

 

参加者 44、アンケート回収 41 
 

１．この講座をどちらでお知りになりましたか。  
新聞・雑誌 1  

ちらし・DM 11  

友人・知人の紹介 15  

ウエブサイト･ブログ 5 スクラム福井 2、当財団 HP 1、毎日新聞ニュースサイト 1 

Facebook のシェアから 1 

メーリングリスト 1  

その他 7 図書館 4、学校 1、職場 1、参加者の介助として 1 

未記入 1  

合計 41  

 
 
２．今回の講座の満足度をお聞かせ下さい。  

満足 やや満足 やや不満 不満 

34 7 0 0 
 
 
 その理由をお聞かせ下さい。  

満 足 の理 由  

・ 読 書 を 中 心 に 、 い ろ ん な 先 生 の 話 が 聞 け て 良 か っ た 。 自 分 の 子 が 自 閉 症 と し て 成 長 す る 中

で、絵 本 は とても大 切 なものだった。今 その 子 （23 才 ）が、3 才 の甥 っ子 に読 み聞 かせをしてい

る。藤 澤 先 生 の代 読 の考 え方 で、支 援 さ れていた自 分 が、支 援 する方 に なっている んだなと感

じ た 。 学 習 障 害 、 合 理 的 な 配 慮 な ど 、 医 学 的 、 福 祉 的 な 研 修 会 で 聞 い た こ と は あ る が 、 具 体

的 な読 書 をもとに支 援 していく ことの素 晴 らしさを知 ることがで きて大 変 良 かった。  

・うかがいしれない世 界 を知 る機 会 になり、とても勉 強 になった。 

・ た だ 文 字 を 読 む 、 そ の こ と だ け で も 奥 深 く 、 い ろ い ろ な 手 段 や 支 援 の 方 法 が あ る こ と が 分 か っ

た。  

・読 書 の面 白 さが障 害 のある子 どもにも伝 わることが 分 かりました。  

・ 特 別 支 援 学 校 の 図 書 室 の 担 当 を し て い ま す 。 即 実 践 に つ な が る 情 報 を た く さ ん い た だ け ま し

た 。 書 体 に つ い て 、 NHK ニ ュ ー ス ウ エ ブ イ ー ジ ー な ど 、 読 書 支 援 だ け で な く 、 生 徒 支 援 に 役 立

つ情 報 、展 示 が多 く、 充 実 した研 修 でありがたかったです。 

・ 大 人 に な る と 読 ん で も ら え な く な る か ら 本 か ら 離 れ る の で あ れ ば 、 や は り 、 肉 声 で 届 け る 支 援 も

考 え ら れ て いく べ き だ と 思 う 。 代 読 は 大 賛 成 ！ デ ィ ス レ ク シ ア の 件 、 今 ま で ず ー っ と モ ヤ モ ヤ し て

いたものが 晴 れました！今 日 来 て本 当 に良 かったです。  

・ 発 達 障 害 、 LD に つ い て 、 読 書 と い う 観 点 か ら の お 話 も 聞 け 、 全 体 的 に 大 変 興 味 深 い 、 面 白

い 講 演 で し た 。 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 直 前 に 知 っ た 講 演 で し た が 、 参 加 で き 、 と て も 満 足 で き

るお話 ばか りでした。これからの支 援 に活 かしていきたいと思 います 。 

・ 弱 視 の 方 用 の マ ル チ メ デ ィ ア DA ISY  ！ と 思 っ て い ま し た が 、 自 閉 症 や 知 的 障 害 の 方 々 の 役

に立 つということがわかりました。一 般 の 図 書 館 でこそ取 り扱 ってほしいと強 く思 いました。  
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・ 学 習 障 害 や 知 的 障 害 な ど多 様 な 障 害 者 へ の 読 書 支 援 に 、 マ ル チ メ デ ィ ア DA ISY  が 有 用 な

こと を 学 ぶこと が で きま し た。 読 書 だけで は な く 学 び の支 援 へ の視 点 を 示 して いただきま し た。 あ

りがとうございました。 

・以 前 から興 味 があった分 野 だっ たので、す べての講 座 でとても満 足 しています。 

・音 声 化 し たり、 拡 大 したり 、色 々な工 夫 がある こと 、様 々 な読 みをしな く ても読 める ツール があ る

ことを知 れ て良 かったです。活 用 したいと思 います。  

・ 見 え な い 障 害 を も つ 子 ど も た ち が ど ん な 世 界 の 中 で 本 を 読 ん で い る か 、 読 み を し て い る か が 垣

間 見 えて良 かったです。 

・様 々な要 因 で、読 み の苦 手 さを持 つ方 の困 り感 を知 れた。  

・わいわい文 庫 などに ついて、詳 しい使 用 方 法 などが 聞 けた。  

・ 今 日 は どの 先 生 のお話 を 聞 いて も 、 新 しい情 報 を 得 る こと が で き 、 大 変 満 足 し て いま す 。 News  

web  EASY 、LL ブック 、わいわい文 庫 など、 是 非 学 校 での支 援 や指 導 で使 いたいと 思 います。

「 合 理 的 配 慮 」 に つ い て 、 再 確 認 で き ま し た 。 学 校 の 先 生 方 に も 正 し い 配 慮 を し て も ら え る よ う

な、関 わり、伝 え方 に気 をつけたいと思 いま す。  

・ 藤 澤 先 生 の 具 体 的 な 調 査 結 果 （ 「 こ ん な 本 が ほ し い 」 ） は 大 変 参 考 に な り ま し た 。 文 字 が 読 め

ても読 めなくても、シン ボルマークで言 葉 をイメージさせることがで きる LL ブックの存 在 を初 めて

知 った。紹 介 された本 がとても面 白 かった。  

・ ど の 子 ど も た ち に も 、 必 要 な 環 境 が 用 意 さ れ て い る こ と を 、 改 め て 知 る こ と が で き ま し た 。 あ と

は、周 りの大 人 がどう 活 かすか…ですね。  

・障 害 のある子 ども、 すべての子 に読 書 の楽 しさを伝 える大 切 さを実 感 した。 

・数 多 くのグッズ、書 籍 、メディ ア情 報 をご紹 介 いただき、ありがとうございました。  

・ 支 援 者 が 常 に 「 ど の よ う な 支 援 が で き る の か 」 の 情 報 を 集 め 、 知 る こ と が と て も 大 切 だと 改 め て

思 いました。「届 ける 人 の働 きかけ」を心 に留 めておきます。 

・初 めて耳 にする言 葉 もあり、勉 強 になりました。  

・ 金 沢 で の 講 座 と は 、 ま た 新 構 成 で の 内 容 だ っ た の で 、 楽 し く よ り 理 解 を 深 め る こ と が で き ま し

た。何 度 参 加 しても楽 しいという のはまれに見 る講 座 ですね！！ 

・DA ISY に ついて知 りたいと思 い参 加 しましたが、とりまく環 境 についても教 えていただけ、深 く知

ることがで きました。 

・ 図 書 館 に 「 わ い わ い文 庫 」 を 寄 贈 し て い た だ き な が ら 、 貸 出 に つ な が ら ず 、 ど う し た ら よ い の だ ろ

うと思 っていました。 必 ず必 要 としている 人 はいるは ず。置 き方 などを見 直 したいと思 います。  

・7 月 に「さわるえほん」の会 を予 定 している ので、成 松 先 生 のお話 も参 考 になりました。  

・ 一 番 印 象 に 残 っ た の は 、 河 野 先 生 の お 話 。 私 た ち に で き る こ と を 考 え 、 行 動 し た い と 思 い ま し

た。  

・肢 体 不 自 由 児 の特 別 支 援 学 校 で使 用 させていただいて いま す。読 むことよりも聞 く ことの方 が

得 意 な 子 も 多 い の で 、 今 後 も 活 用 し て い き た い と 思 い ま す 。 タ ブ レ ッ ト で の 活 用 が す す ん で い な

い の で 、 よ り 使 い や す い や り 方 も 活 用 事 例 を 参 考 に さ せ て い た だ き た い で す 。 読 書 の 楽 し さ や

体 験 をたく さん積 んで いけるよう にしたいと 思 います。  

・知 的 障 害 や LD など、それぞれ の苦 手 さに対 してどの ようにタブレットを活 用 するか 事 例 を通 し

て学 ぶこと ができた。 

・障 害 を持 つ方 がどの ように感 じているか、 DA ISY を どのように使 っている か具 体 的 な事 例 で紹

介 していただけて、わ かりやすかった。LL ブックの「わたしのかぞ く」を見 たことがあったけど、 コン

ト み た い で 面 白 い け ど 「 わ か り や す い の か な ？ 」 と 思 っ て い た 。 今 日 、 先 生 の 話 を 聞 い て 理 解 で

きた。河 野 先 生 の話 をもっと聞 きたかった。 
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・ 知 ら な い こ と 、 分 か っ て い る よ う で 全 然 分 か っ て い な か っ た こ と ば か り で し た 。 図 書 館 関 係 者 で

す が 、 普 通 の 子 の サー ビ スも ちゃ ん とできて いな いのに 、 そこに踏 み 込 む こと に とて も躊 躇 して い

ました。関 わる環 境 を作 って、知 っていくこと を恐 れないでいければ なと思 いま した。  

・ デ ィ ス レ ク シ ア 、 読 書 の 大 切 さ を も っ と 分 か っ て も ら え る よ う に な っ て 欲 し い で す 。 と て も 分 か り や

すく満 足 で きる講 義 でした。  

・聞 きたいこと、知 り たいこと の ニーズに合 っていた。  

・ わ い わ い 文 庫 の こ と 、 初 め て 知 り ま し た 。 私 は 支 援 学 校 で 働 い て い ま す が 、 本 校 に も 導 入 し た

い な と 思 い ま し た 。 明 日 学 校 で 担 当 の 先 生 に お 知 ら せ し た い な と 思 い ま す 。 あ り が と う ご ざ い ま

した。 

・ 現 場 へ の活 用 方 法 が 分 か り やす く て 良 かっ た。 伝 える 相 手 の発 達 段 階 を 踏 ま え た伝 え 方 、 読

み方 、表 現 方 法 を考 えること の大 切 さを改 めて感 じることがで きた。 

・ 具 体 例 が 聞 け て 、 見 る こ と が で き た の で 、 よ り 想 像 が つ く こ と が で き る よ う に な っ た 。 あ り が と う ご

ざいました。 

・学 校 図 書 館 のユニバ ーサルデザ イン化 に取 り組 み始 めたところで す。LL ブックや、リーディング

トラッカー、それに最 近 DA IS Y 図 書 も 寄 贈 していただき、少 しずつ利 用 を始 めました。ディスレ

ク シ ア の こ と な ど も 、 ま だ ま だ 認 知 度 が 低 い た め 、 学 校 の 教 員 で も よ く 知 ら な い 人 が 多 い よ う で

す 。 も っ と 詳 し く 学 ん で す べ て の 生 徒 に 本 の 楽 し さ を 味 わ っ て ほ し い と 思 う の で 、 や は り き ち ん と

学 ぶことか ら始 めたいと思 い、今 回 の講 座 はまさにぴったりでした。  

・ 最 後 の 方 の 質 問 で も あ っ た よ う に 、 デ ィ ス レ ク シ ア の こ と が よ く 分 か っ た 。 読 め な い ・ 書 け な い

は 、 理 解 で き な い で は な い 。 読 み 書 き が で き な い と い う こ と は 、 得 意 で は な い と い う こ と ( 自 分 も

英 語 が 苦 手 な の で気 持 ち が よく 分 か る )、読 解 能 力 が な いと いう こと はゆる ぎ な い事 実 だが 、 理

解 で き な い と い う こ と で は 決 し て な い と の こ と を 念 頭 に 、 特 別 扱 い す れ ば 良 い と つ く づ く 思 っ た 。

特 別 扱 い を し な い 差 別 に 陥 ら な い よ う に し た い と 思 う 。 ま た 現 代 の 便 利 な 道 具 （ PC 、 タ ブ レ ッ

ト、ア プリ、 DA ISY 等 々）はどんどん使 うべ しと思 った。 

・もっと具 体 的 な話 も聞 きたいと思 いまし た。  

・ 小 中 学 校 で 通 級 指 導 に 関 わ っ て い ま す 。 読 み 書 き 障 害 だ と 思 わ れ る 子 が 、 か な り た く さ ん お り

ま す 。 特 に 、 中 学 校 の 英 語 学 習 で 「 い ー リ ー ダ ー 」 を 用 い て い ま す 。 マ ー キ ン グ し て く れ る こ と 、

速 度 を 落 と せ る こ と が と て も 助 か る よ う で す （ 学 校 の デ ジ タ ル 教 材 に は 速 度 変 化 は な い で す か

ら ） 。 そ れ で や る 気 が 生 ま れ 、 意 欲 が 低 下 し が ち な 学 習 に も 向 か え る の だ そ う で す 。 専 門 の 先

生 の お話 もと て も役 に立 ち ま し た。 特 に 、 河 野 先 生 のお話 の 中 で 、 今 、 彼 ら を 支 援 して いく ため

のヒントが たくさんあり、勉 強 になりました。ありがとうございました。 

  
やや満 足 の理 由  

・ 話 し て い る こ と は も っ と も だ が 、 一 番 大 切 な の は 、 「 当 事 者 の 声 」 だ と 思 う 。 一 人 一 人 が 「 み ん

な 」の 意 味 を 考 え、 理 解 で きな くて も いいので 、 周 囲 を愛 そう と 、受 け入 れよ う とす る「気 持 ち」 を

育 て合 うことが大 切 なのでは。 

・ 学 習 障 害 の あ る お子 さ ん だけ で な く 、 たく さ ん の お子 さ ん に 対 し て 電 子 書 籍 が 使 え る と 知 れ て 、

今 ま で の 使 い 方 だ け で な く 、 新 し い 使 い 方 も 試 し て み た い と 思 い ま し た 。 多 く の 子 ど も に 楽 し ん

で 読 書 を し て も ら え る よ う な 方 法 を 考 え た い と 思 っ た 。 す べ て の お 話 で 興 味 深 い も の が あ り 、 勉

強 になりました。  

・ 目 か ら う ろ こ の お 話 を あ り が と う ご ざ い ま し た 。 様 々 な 支 援 グ ッ ズ は 、 障 害 の あ る 人 だ け で な く 、

認 知 症 の方 や外 国 の方 、文 字 をまだ理 解 できない乳 児 にも活 用 できそうですね。 

・各 障 害 に合 わせた学 習 支 援 ・支 援 法 がわかりました。まだま だ知 らないことがあります。 

・本 を楽 しむための DA ISY が広 がっていくと思 います。 

・県 内 の特 別 支 援 学 校 で本 を楽 しむための取 り組 みを知 りたいと思 いまし た。  
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・すべてのお話 で、分 かっている ようで分 かっていないことが多 く 、大 変 ため になりました。  

・ 特 別 扱 い を す る こ と が 、 合 理 的 配 慮 と 伺 い 、 支 援 員 と し て どこ ま で 支 援 す る か 迷 う と こ ろ も あ り

ますが、 少 し自 信 をも って支 援 で きそうです 。ありがとう ございまし た。 図 書 ボ ランティ アと しても、

今 後 DA IS Y など、積 極 的 に使 っていきたいです。  

・ 施 設 を 利 用 し て いる子 ども たちに す ぐに 実 践 で きる お話 が あり 、明 日 から さっ そく 試 して み よう と

思 いました。 

・読 むことへの支 援 に様 々な方 法 があることが分 か って良 かった。  

・学 習 障 害 につ いて 、話 を聞 ける機 会 が な かっ たため 、具 体 例 を まぜな がら 話 を聞 けて 良 かった

です」。 

  
 
 
３．その他、お気づきの点がございましたら何でもお聞かせ下さい。  

・難 病 の子 どもの相 談 支 援 をしているので、DA ISY を利 用 できたらなあと考 えています。 

・福 井 で「群 読 」を発 達 系 の子 どもたちに指 導 されているシルバー人 材 センターの先 生 がい

ます（チャレンジ教 室 という名 称 ）。藤 澤 先 生 の使 用 紹 介 にあった、DA ISY を活 用 すれば

よ り スム ー ズ に、 イ ン パ クト 強 く 、 理 解 を 深 め、 実 践 で きる の では ？ と 思 い ま し た 。 提 案 して

みたいです。週 1 回 だと、皆 、なかなか習 得 できないのです。記 憶 の定 着 に役 立 つように

思 う。 

・今 まで、 バリアフリ ー資 料 の 実 際 を 知 りません でした。当 事 者 が 申 請 しない限 り 難 しく、 自

動 的 に提 供 され る もの では ない 現 状 は 、せ っか く 様 々 なツ ー ル が ある の に残 念 です 。常 設

で コ ー ナ ー が あ る と 、 だ れ で も 利 用 し や す い 。 当 事 者 が 支 援 を 表 出 す る た め に は 日 本 語

能 力 が 不 可 欠 で あ り 、 環 境 整 備 が 急 務 で あ る と 思 い ま し た 。 デ ィ ス レ ク シ ア の 当 事 者 世

界 を 想 像 す る こ と が で き ま し た 。 な ん と 残 酷 な の で し ょ う 。 私 は 普 段 ナ ー ス と し て 高 齢 者 の

認 知 症 の 方 々 に 関 わ って い ま す 。 こ ち ら の 指 示 を 理 解 し て も ら う 受 動 的 なケ ア に 傾 って お

り 、 当 事 者 か ら の 表 出 意 思 、 能 動 的 に 伝 え て も ら え る よ う に す る 支 援 を し て い ま せ ん で し

た 。 自 分 の 考 えを 第 三 者 に 伝 える こ とが 目 標 とあり ま す が 、 そ の 通 りだ と思 い ま した 。 ど の

ような状 況 の人 も自 分 を伝 えることが、生 きることであり、自 己 肯 定 を育 むためにも、現 代

はマルチメディアツールがあるのだから、世 間 に広 く導 入 されるべきです。 

・ と て も 有 意 義 な 時 間 で し た 。 私 の 子 ど も の よ う に 困 っ て い る 子 に は 、 今 回 の よ う な 時 間 や

機 会 が、 とても重 要 だと思 い ま す。これか らもぜひ頑 張 って、ま た人 員 も増 やして頑 張 って

いただきたいと思 います。ありがとうございました。 

・展 示 物 の絵 本 も素 敵 でした。話 しも面 白 かったです。 

・ 基 本 的 に絵 本 は 読 ん で あ げ る 時 間 も取 り や す い し、 で き る こ と な ら 肉 声 で 届 け て あ げた い

と 思 っ て い ま す 。 読 ん で あ げ る 時 間 を と る の は そ ん な に 難 し い か な あ … 。 う け る こ と が 必 要

な の か な あ … 。 絵 本 に つ い て は 違 和 感 が あ り ま す 。 す ご く 。 み ん な で 読 む 練 習 は 納 得 で

す。届 け方 は使 い手 次 第 。納 得 。調 べ学 習 の本 や物 語 、ノンフィクションなど、充 実 しても

ら え る と と て も あ り が た い で す 。 物 語 、 昔 話 を 多 く 作 ら れ て い ま す が 、 絵 が 残 念 。 文 章 も 微

妙 なものがあるなと思 いました。これからに期 待 しています。 

・ 通 常 学 校 の 先 生 方 対 象 に も お 話 し て 欲 し い で す 。 特 別 支 援 教 育 セ ン タ ー な ど で 、 先 生

方 対 象 に研 修 を行 っていますので、そういう所 で是 非 お願 いします。 

・当 業 界 ではなじみの マルチメディア DA ISY  図 書 が 広 く知 られ れば視 覚 障 害 者 の 方 々が

本 を 購 入 す る 楽 し み を 得 ら れ る こ と に つ な が っ て い く と 思 い ま す 。 長 く 活 動 を 続 け て い た だ

きたいです。 

・デジタルデバイドの支 援 （具 体 的 に）。 
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・これからもこのような勉 強 会 を開 催 していただけると嬉 しいです。よろしくお願 いします。 

・ 講 演 内 容 も 分 か り や す く 、 面 白 く 、 充 実 し た 時 間 で し た 。 実 物 の 展 示 も 良 か っ た で す 。 あ

りがとうございました。 

・このような機 会 を与 えていただきありがとうございました。 

・福 井 県 内 何 カ所 くらいわいわい文 庫 の寄 贈 をされていますか。是 非 、大 野 市 や勝 山 市 で

も貸 してもらえるところがあればありがたいです。団 体 なら OK ということならば、学 校 や近 く

の図 書 館 に相 談 したいと思 います。 

・ 実 際 の 活 用 方 法 、 活 用 事 例 を 画 像 で 紹 介 す る と い い と 思 う 。 届 け る 人 の 働 き か け が 必

要 だとすると、届 ける人 がどのような活 用 をするのかそのノウハウが必 要 だと思 った。 

・ 息 子 の 学 校 に は 、 毎 朝 読 書 タ イ ム が あ り ま す 。 何 も せ ず ボ ー っ と 座 っ て い る 彼 に な ん と か

届 けられたらと考 え中 です。 

・知 的 障 害 の人 々（施 設 ）が、図 書 館 を利 用 されるので、サービスできればよいと思 う。 

・ 意 義 深 い テ ー マ の 内 容 を 無 料 で 受 講 す る こ と が で き 、 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 会 場 内 の

環 境 (空 調 、音 声 、座 席 )もとても良 かったです。 

・五 感 を刺 激 できる 絵 本 について情 報 有 りま す か ？感 覚 絵 本 ？ 触 覚 、聴 覚 だけ でなく、匂

い、風 …場 面 に合 わせた音 …重 心 児 も楽 しめる読 み物 が広 がることを期 待 しています。 

・記 念 財 団 の方 がとても感 じがよく、楽 しく参 加 できました。ありがとうございました。 

・ 普 通 に 読 み 書 き す る こ と が 当 た り 前 に な っ て お り 、 逆 の 立 場 で 考 え た こ と が な か っ た の で

参 加 させてもらい良 かったです。 

・スリットの製 品 名 と販 売 者 や値 段 も表 示 されているといいなと思 いました。 

・ 特 に 河 野 先 生 の お 話 は 、 も っ と 一 般 的 な 保 護 者 や 少 な く と も 教 育 大 の 学 生 に は 必 要 と

思 います。 

・未 記 入 ：22  

 

 


